
東部地区学力向上推進協議会

令和６年度

児童生徒一人一人の
確かな学力の育成に向けて

令和７年１月２４日（金）
県教育局市町村支援部義務教育指導課

学力向上推進・学力調査担当

埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」



情報提供

埼玉県学力・学習状況調査の結果

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

授業改善

本日のアウトライン

１

２

埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」



令和６年度埼玉県学力・学習状況調査の結果

情報提供
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学力のレベルの経年変化から（令和元年度から令和６年度の６年間）

※小４～中３で「学力のレベル」は、３６段階で設定している。

※表の数字は各学年の「学力のレベルの平均値」を表している。

学年 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 学年 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 学年 中２ 中３

現中３ 15 18 20 22 23 25 現中３ 14 16 19 20 22 22 現中３ 25 28

現中２ 17 18 21 22 22 現中２ 14 17 18 19 21 現中２ 25

現中１ 18 18 20 21 現中１ 15 16 17 17 現中１

現小６ 16 19 19 現小６ 14 16 17 現小６

現小５ 16 17 現小５ 13 14 現小５

現小４ 14 現小４ 12 現小４

⇒ 今年度の数値 ⇒ 今年度の数値 ⇒ 今年度の数値

国語 算数・数学 英語

横に見ることで、

同一の集団の学力

の推移が分かる

○多くの学年・教科で、学年が上がるごとに、学力が伸びている。

○一方で、学力の伸びが小さい、または横ばいの教科や学年もある。

令和６年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果１



「苦手」などの感情をコントロールして学習へ
向き合おうとする意識（努力調整方略）

学力
（認知能力）

非認知能力

学習方略

学級経営
主体的・対話的で

深い学び

【学力向上のイメージ図】

努力調整方略＊

○努力調整方略は全ての学年・教科で
学力の伸びと相関が大きい

※学習方略を伸ばした生徒が学力を伸ばした割合

苦手だけど
あきらめないぞ！

できるようになってきたね。
次は何を頑張ろうかな。

努力調整方略を伸ばすための取組例

努力調整方略の「伸び」 ×学力の「伸び」

振り返りの充実

中３

令和６年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果１



これまでに学んできた一つ一つの知識をつ
なげ深く理解したり、新たな考えを形成した
りする学び 等（深い学び）

学力
（認知能力）

非認知能力

学習方略

学級経営
主体的・対話的で

深い学び

【学力向上のイメージ図】

以前に学習した知識とのつながり × 学力

小６

中３

あの考えを使えば、この
問題ができそうだ！

○以前に学習した知識とのつながりを認識
したことのある児童生徒ほど学力が高い

深い学びを促すための取組例
学んだことを使った話合い前回の授業で学んだこと

を使って考えてみよう。

（「授業で学んだことが、以前に学習した知識とつながったことがどれくらいありましたか」
という質問に対して「よくあった」「ときどきあった」と回答した割合）

前回の授業で学んだことは
ここにつながるのか！

令和６年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果１



【令和５年度埼玉県学力・学習状況調査報告書】

第１章 調査の概要

第２章 調査結果の概要

第３章 調査結果の活用

第４章 特徴的な取組の紹介

第５章 学習指導のポイント

第６章 質問調査結果から見られる傾向

第７章 その他

令和６年度版も現在作成中

令和６年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果１
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「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

授業改善



〈「主体的・対話的で深い学びの視点」による質問調査〉

「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善２

令和６年９月２４日付け
教義指第５９４号
「主体的・対話的で深い学び」の視点に
よる質問調査の活用について（依頼）



主に
主体的
な学び

主に
対話的
な学び

主に
深い学
び

〈「主体的・対話的で深い学びの視点」による質問調査〉

２

5段階で回答

５ よくあった

４ ときどきあった

３ どちらとも

いえない

２ あまりなかった

１ ほとんど、または

全くなかった

「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善



２

〈「主体的・対話的で深い学びの視点」による質問調査〉

〇教員も児童生徒も
高評価の項目

→校内等で共有を！

〇教員も児童生徒も
低評価の項目

〇教員と児童生徒の振り
返りに差がある項目

→授業改善のチャンス！

〇児童生徒間での差が
ある項目

→個々の状況に着目

「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善



２ 「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善



２

〈「主体的・対話的で深い学びの視点」による質問調査を活用した取組〉

授業改善の取組
〇若手教員に対して実施
→主体的・対話的で深い学びの授業改善の視点が明確になる。
・低い項目について、ベテラン教員の授業参観や自身の授業を改善
・意識した項目に沿って指導者が見取り、指導助言

〇全ての学級、教員で実施
→結果から学校や学年の傾向を見いだし、授業改善に向けた取組の検討を行う。
・低い項目について引き上げる方策
・児童生徒の実態把握と、教員の指導とのズレの改善
・高い項目について効果的な取組の共有
→児童生徒一人一人の結果にも焦点を当て、細かな指導につなげる。
〇研究授業の前後で実施
→実態や手だてを指導案に記載、手だての検討と効果の検証を行う。

「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善



２

〈「主体的・対話的で深い学びの視点」による質問調査を活用した取組〉

実施時期、回数
〇学期ごとに実施 複数回実施し、変容を確認
〇６月と２月に実施 取組の検証・さらなる改善へ
〇単元ごとに実施

方法等
〇フォームで実施することで、短い時間での調査を実施。集計や複数回の実施も容易になる。
〇これまで市町村や学校で実施しているアンケートに、本調査項目を追加して実施。
 調査に対する負担を軽減する。
〇２回目以降は、意識した項目について実施。取組を検証。

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
児童生徒の実感をもとにした授業づくり

「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善



○ 単元ごとに育成したい資質・能力を明確にした上で、学習課題を工夫し、
全ての児童生徒が学習課題の解決に挑戦できる授業

＜学習課題設定の工夫例＞

＜授業形態の工夫例＞

 「１３－９の答えを求めましょう。」と単に引き算の答えを求める
のではなく、「１３－９のような計算は、どのように考えたら答えが
出るか考えよう。」と投げかけ、答えに至るまでの多種多様な考え方
を学ぶことで、桁が大きな引き算や一問一答ではない、文章問題でも
答えを求めることができるような考える力を育成する。

県学調の結果を分析し、児童生徒個々の学力・学習方略・非認知能
力を把握した上で教員が意図的にグループやペアを設定する。様々な
学力層の児童生徒のグループを設定した場合、中・上位層の児童生徒
は下位層の児童生徒に説明をすることで学習内容を再確認したり、下
位層の児童生徒は解決方法を模倣したりすることで、学習課題の解決
につながる。

２ 「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善



〇 「自分が学んで身に付いたこと」「自身の変容」について児童生徒が
自分の言葉で振り返る

「はじめて書いた字と今日書いた字をくらべ
ました。『おれ』や『はね』の方向に気をつ
けて書くとよく書けるとわかり
ました。ノートや手紙を書く時
にも、『おれ』や『はね』に気
をつけて書いていきたいです。」

＜児童の振り返り(例)＞＜小学校書写における授業(例)＞

試書と比べて良くなった点から、
学習で身に付いたこと
や今後に生かすことな
どについて考えられる
ようにする。

学習したことの目的や意味を自分事として捉え、次の学習へつなげたり、
日常生活に生かしたりすることができるようにする。

２ 「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善



主体的な学び

対話的な学び

深い学び

２ 「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善



研修資料サイトに掲載されている資料

児童生徒用・教師用質問紙（word形式） 質問紙集計表（excel形式）

アンケート機能のあるアプリを
使えばすぐに集計できそう！

同じフォーマットで実施すれば
他校との合同研修もできそう！

行を増やして
３回目・４回目
も実施可能

振り返りを記入
して改善を
確かめる

義務教育指導課 研修用資料サイト
https://ecsweb.center.spec.ed.jp/gimushi/page_20240411093409

２

〈「主体的・対話的で深い学びの視点」による質問調査〉

「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善



１ 開催日時 令和７年２月５日（水）
  【第１部】 １３：３０～１４：２５（受付１３：１５～）
  【第２部】 １４：４５～１６：３０（受付１４：３０～）

２ 開催方法 オンライン（Microsoft Teams ウェビナー）

３ 参加対象   【第１部】 県内小・中学校等校長、教頭、主幹教諭
（希望者）   各市町村教育委員会指導主事 等

  【第２部】 県内小・中学校等教員
  第１部の対象者

４ 内容

２

【御案内】アクションリサーチ成果報告会 アクションリサーチとは
「主体的・対話的で深い学び」の実現
のために、大学の専門家による指導・
助言を通して授業改善を図りながら、
効果的な指導のポイントを抽出し、そ
の成果を広く県内の教員に広め共
有・普及し、教員の指導力向上を図
る取組

R6 対象教員８名
（国語 小２名,中２名、算数  小１名、
 数学  中１名、外国語 小１名,中１名）

対象管理職２名（小１名,中１名）

「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善



東部地区学力向上推進協議会

埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」

令和６年度

引き続き、児童生徒一人一人の
確かな学力の育成をお願いします
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